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3　硝酸イオン／フローインジェクション分析法・イオンクロマトグラフィー
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　　　　　　　　　　　図4　亜硝酸イオン／フローインジェクション分析法
　NO3”，　NOiは，硝酸イオンは年により多少のばらつきが見られるが，（4～6）×IOH6　Mでほぼ一定と
見なしてよい。1999年度あたりから生活排水が流入する座主川で，増加の傾向が見える。亜硝酸イオンは
硝酸イオンの1／10程度存在し，検出感度ぎりぎりの濃度である。旭川では水道水より若干高く，座主川に
おいては明らかに増加している。平成14年度の岡山市水道局による硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の三野浄
水場での分析値は，0．53mg／1（3．8×10’5　M）となっており，本報告の値とほぼ一致している。
5．ホウ酸イオン／フローインジェクション分析法
　く原理と方法〉
　近年，ホウ素は水質環境基準の要監視項目に指定され，濃度計測が必要とされている。ホウ素（ホウ酸）
は水溶液中でクロモトロープ酸と反応し，錯体を生成する。クロモトロープ酸は蛍光を発するが，ホウ素
錯体は蛍光を減少させるので，この消蛍光を定量に利用する。クロモトロープ酸自身の蛍光は，錯体生成
後にアルカリを加えて減少させた。測定はフローインジェクション分析法により行い，励起及び蛍光波長
にはそれぞれ313nm，360　nmを用いた。
　＜結果＞
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図5　ホウ酸イオン／フローインジェクション分析法
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　ホウ酸イオンは水道水，旭川では濃度の変動はほとんどない。座主川においてはどの年度も若干高く，
近年は増加の傾向にある（岡山市水道局のデータは無し）。
6．リン酸イオン／水溶液一吸光光度法
　く原理と方法〉
　環境水中には，農薬，生活排水，工場排水などに起因するリン化合物が含まれており，河川水，海水，
湖沼水などの富栄養化原因物質の一つとなっている。正リン酸（H3PO4）は酸性水溶液中でモリブデン酸
と反応して，モリブドリン酸を形成する。これにマラカイトグリーンを加えるとイオン会合体を生成する。
試料溶液20mlを用い，650　nmの吸光度を測定した。
　〈結果〉
　リン酸イオンは水道水ではほとんど濃度の変動はなく，5×10’6　M程度と低濃度である。旭川では濃度
の変動はほとんどないが，水道水中の濃度の約2倍存在する。座主川には旭川の2倍かそれ以上存在し，
増加の傾向にある。
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図6　リン酸イオン／水溶液一吸光光度法
7．陰イオン界面活性剤／溶媒抽出法
　く原理と方法〉
　陰イオン界面活性剤は合成洗剤などに含まれており，一般家庭でも多量に使用されている。これらの陰
イオン界面活性剤は，陽イオン染料とイオン会合体を形成して有機溶媒に抽出，濃縮される。JISでも，
メチレンブルー・クロロホルム抽出系が用いられているが，操作が非常に煩雑であり，クロロホルムなど
の含ハロゲン系溶媒は使用禁止となってきている。これらの欠点を改良したエチルバイオレット（EV←）・
トルエン抽出系JIS（KOIOI－1992）により定量した。分液ロートに試料水100　mlをとり，酢酸緩衝液，　EV＋
水溶液，トルエン5mlを加えて10分間振り混ぜた後，610　nmでトルエン相の吸光度を測定した。
　〈結果〉
　陰イオン界面活性剤の1992年度のデータは1桁計算間違いの恐れが強く，長年にわたってほとんど変動
はない。平成14年の岡山市水道局のデータは0．02mg／1未満となっており，ドデシル硫酸ナトリウムに換
算すると，水道水，旭川（0．027mg／1）に比べ座主川（0．054　mg／1）で若干濃度が高いが安定している。
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図7　陰イオン界面活性剤／溶媒抽出法
8．おわりに
　分析データをみると，定量した項目にはここ10年聞余りでは急速な濃度変化を示したものはなく，座主
川で亜硝酸イオン，ホウ酸イオン，リン酸の増加傾向が見られるが，十分水質基準を満たしている。
　2年生にも最新の定量法を体験させる意図で，1999年度からは，電気加熱原子吸光法，誘導結合プラズ
マ質量分析法，誘導結合プラズマ原子発光法を用いる重金属元素の定量も項目に加えている。今のところ，
これらの元素濃度はかなり低く，装置の検出下限かそれ以下程度であり，データがばらついている。授業
時間の関係で難しいが，固相抽出濃縮などの前処理を組み合わせると正確な分析値が得られるものと思っ
ている。終わりに，これらのデータを掲載する許可をいただきました分析研究室の動水昌二教授に感謝し
ます。
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